
優秀なアシスタントが欲しいなら
“ロボット”という選択肢があります

機械的業務をオートメーションで解決

社員とロボットの
協働による効果

生産性向上

作業の高速化で
時間創出

スキルアップ

機械的作業からの解放で
モチベーション強化

ストレス軽減

確実な処理で
ミス抑制

創造性の促進

反復作業なしで
マンネリ業務から脱却

UiPathが提供するロボットを活用したワークスタイル

とあ る 企 業 の
社 員 の 一 日

with 
UiPathロボット

業務レポートを作成
複数の異なる業務システムからデータを
取り出して、集計やグラフ化を自動実行

打合せ準備
打合せや会議のための必要情報を収集し、
事前に打合せメンバーに共有

関連企業の最新データ収集
業務に関連する企業の日々更新される
データを取得し、自動で記録

受発注システムへの登録
請求金額を発注システムのデータと突合し、
問題があれば警告を送信

マーケット調査・報告
市場の状況をタイムリーに確認し、
メールで報告

請求書処理
支払い金額を社内システムと突合し、
経理部へ支払い指示

ロボットが .. .ロボットが .. .

今すぐ無料で
トライアル！

https://cloud.uipath.com/portal_/register?selected_language=ja&subscriptionPlan=trial


学習リソース
オンライントレーニングやハンズオンウェビナーなど
UiPath公式学習コンテンツを無料で公開中。再利用可
能なパーツも豊富で即座に開発可能。

ガバナンス
信頼性の高い運用ソリューションの活用で、ロボットを
一元管理・測定し、オートメーションプロジェクト全体
のガバナンスを強化。

多言語サポート
世界各国に拠点を置いているため、全てのお客様に最適
なサポートを提供できるよう、製品関連ドキュメントな
ど多言語で公開。

デプロイメントオプション
クラウドやオンプレミス、そしてプライベートやパブリック
クラウド上でも展開可能な柔軟なプラットフォーム。

UiPathが選ばれる理由

UiPath Business Automation Platformが提供するソリューション

オートメーション活用における役割
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お問い合わせ先

発見
アイデアの発掘と継続的な改善

組織内のオートメーションアイデアを一元
管理し、自動化の実現可能性やROIを計算
することで、効果の高いアイデアから優先的
に自動化を推進。

オートメーションアイデアの共有ハブ

デスクトップ上の作業を記録し、AIを活用
して分析。タスクのパターンや差異を可視
化し、ファクトベースで効率化・自動化を
加速。

オートメーションに適した業務を発掘

自動化
幅広い業務プロセスの自動化

単純作業から、AIやAPIを用いた複雑なプ
ロセスもドラッグ・アンド・ドロップで自動
化。より直感的に自動化を開発するには、
UiPath StudioXを利用。

オートメーションの開発キャンバス

複数のソフトウェアを接続対象とし、独自
のUIやアプリを開発。ロボットをバックグ
ラウンドで動かすため、ロボットを意識せ
ずにオートメーションを活用。

ローコードで独自のアプリを開発

運用
プロジェクトを安全に最適化

ロボットの進捗状況や実行結果に応じて
アラートを設定可能。ロボットの処理の記
録や権限設定により、企業レベルの自動化
にも適したセキュリティ機能を搭載。

ロボットを一元的に管理・監視

目標とする指標に対するオートメーション
のパフォーマンスを分析。カスタマイズ可
能なダッシュボードで、ROIやインパクト
を測定し、組織内で共有。

分析のためのBIダッシュボード

エンド・ツー・エンドでオートメーションを管理

オートメーションの利用 オートメーションの開発

オートメーションユーザー
開発者によって提供されるオート
メーションや、再利用可能なオート
メーションを利用し、新しい自動化
のアイデアを提案。

市民開発者
(個人業務自動化が中心)

既存のオートメーションをカスタマ
イズして利用したり、自らの日常業
務を中心に自動化。

市民開発者
(チームの業務自動化が中心)

個人のタスクに加え、チームの業務
に活用されるオートメーションも
開発。

RPA開発者

組織内で横断的に利用されるオー
トメーションを開発・テストし、利
用者へと配布。

CoE

組織内のオートメーションプロジェ
クトを管理し、状況の進捗・成果を
評価。




